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　同じ縮尺で日本地図を重ねる

　チェルノブイリ原発事故の高濃度の汚染地帯は300km。そ

して遠く1,200km離れたスエーデンまでホットスポットとなって

汚染された。

　チェルノブイリからミンスクまでの半径300kmを日本の地図

と重ね合わせ、中心を東海村とすると本州の青森から愛知

まですっぽり入ってしまう。チェルノブイリと福島原発事故と

東海第２原発を重ね合わせて下さい。

　日本人が原発を許してきた大前提は、放射能

のかけらを原子炉の中に閉じ込めて、私たちが

住んでいるこの環境には絶対出さないという約

束があったから。この大前提は福島でなくなっ

た。

　国や電力会社は「日本の原子炉は５重の壁がある

から外に放射能は出ない」と。

　ところが、「ベント」とは「原子炉が爆発しないように

中に溜まった放射能を積極的に外の環境に放出す

ること」。「５重の壁があるから安全」ということがウソで

何の意味も持たないことが実証された。

【２】茨城県民の危機

　3月15日の朝、皆様はどこで何をしていらっしゃ

いましたか？

　3月14日から2号機に「水が入らない、入らない」と。3

月15日午前0時２号機ベント。朝5時半２号機注水困難。

6時14分２号機で爆発音。6時20分、と発表。

　6時半、枝野官房長官は会見で「２号機でサプ

レッションチェンバー破損。しかしモニタリングは

急激な変化を示していない」と発表。

　だが１時間後、東海村にある茨城県の放射能監視

センターの10分おきの

モニタリングデータを

見ていた私は、ここで「

見たこともない数字」を

見ることに。

　14日までは平常値に

近かったものが、15日

朝、100倍に跳ね上がった。

　すぐに監視センターに電話して「数字が間違って

いないか」と確認。「正しいと」。すぐに県庁の教育委

員会に電話し「放射線量が異常を示しているので今

日は学校を休みにした方がよい」と申し入れ。だが

教育委員会は動かなかった。もっと強く申し入れし

ておけばよかったと悔やまれた。

　8:30の東電の記者会見は異様な会見だった。この

日だけは東電役員が一列に並んで「このたびは大

変申し訳ありません」と。記者が「こんな会見ははじ

めてだ。新たな局面に入ったのか？」との質問に、た

だただ「申し訳ありません」を繰り返す。

　異常な放射線量の下、首都は東電の計画停電騒

ぎによる電車の間引き運転で大混雑の中、通勤・通

学が行われていた。

　枝野官房長官は、「今日は学校にも会社にも行く

な」と国民にアナウンスしなければならなかった。電

力会社のいいなりになって国民に警告を出さずに、

被曝を放置した国の責任は大きい。

　「想定外」はウソ、住民は実験台に

　3月14日、私の尊敬する福井県小浜市のお寺の住

職、中島哲演さんと電話。彼は「シビアア

クシデントの研究を現地で実物大でやっ

ているなという印象だ。住民が実験台にさ

れている。許せない」と。

　彼が怒っていたのは「電力会社、あなた達は裏で

シビアアクシデントの研究をやっている。そのことを

きちんと世の中に公表して住民にリスクというものを

きちんと話しなさい」と言い続けてきたからです。

　原子力産業は、過酷事故を予測し、シビアアクシ

デント時には原子炉を守るためにはベントして環境

中に放射能を放出するということをシュミレーションし

ており、「研修」でやった通りの手順で国民を被曝さ

ていった。

　（独）日本原子力安全基盤機構

が2008年に研修用に作った「防災

用事故シナリオ理解のための教材

（ビデオ※）」通りのシナリオが、福

島の原発で「再現」された。

　3月21日には、再び３号機で「燃料再溶融」により

大量の放射能は環境に放出され、第３のピークに。

そして雨。国からは警報も出されずに、国民は大量

に被曝をする結果に。
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○被害を過小評価して広報するＩＡＥＡ

　ＩＡＥＡ（国際原子力機関）という組織は、一見国

際的に権威ある機関のように国民には錯覚されて

いますが、この機関は世界の原子力産業の利益を

代表する公告、広報マンです。

　チェルノブイリ原発事故評価でさえ、ＩＡＥＡは「31

人しか死んでいない」とした。とんでもない。この目

で見たたくさんの子供たちの入院患者、現地で死

んでいった子供たちの数は入っていない。

　甲状腺がんだけは、もう言い逃れできないほど増

えて異常な数字となり、認めざるをえませんでした

。

　それでもなお「その他のがんや白血病の増加は

原発事故による被曝が原因だというエビデンスが

ありません」「だからチェルノブイリでは甲状腺がん

しかありません」と。

被曝との因果関係の立証・・・ﾎｯﾄﾊﾟｰﾃｨｸﾙ

　「エビデンス（根拠）」という言葉には注意が必要

です。ＩＡＥＡなどは「増加したのは甲状腺ガンだけ

。それ以外のガンや白血病は統計上有意なデータ

がなく、エビデンスがない」などと言います。

　正確には「放射能が原因であると断定できる根拠

がない」「わからない」と言うべきです。因果関係が

「わからない」ことは、「ない」ということではない。

　こういう理屈にソ連の人たちは苦しめられてきた。

たくさんの人が亡くなくなっているのに、国も電力

会社もＩＡＥＡも認めない。

　しかし、ミンスク国立大学の教授

が内部被ばくと発ガンの因果関係

を立証した。ベラルーシ汚染地帯

で亡くなった人200遺体を解剖し、

肺の内側のポケットパーティクル（

※）の撮影に成功した。

※チェルノブイリ事故の際、爆発炎上し飛散した不揮

発性の放射性物質の混合体。ｳﾗﾝ、ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ、ﾙﾃﾆｳ

ﾑも含む。一人当たり数百～2万前後が検出された。2

万あると確実にガンを引き起こす。

　放射能汚染の被害はここまでやらないと実証でき

ない。それが恐ろしいところです。

水俣病の教訓に学ぶ・・・食物連鎖。

　　　　被害認定機関に住民を入れるべき

　水俣病を思い出すと、今おきていることが理解で

きます。今、日本人がいちばん話しを聞かなけれ

ばならないのはこの水俣病の被害者の方々の話。

　水俣病研究の第一人者の原田正純さんは「水俣

病の構造と今福島で起きていることがそっくりだ」と

警告され、次のように言っています。

①原発事故は産官学癒着の「人災」

②差別あるところに被害

③放射線被害は複雑

④被害認定に住民代表を。救済ではなく賠償

【３】福島県民の危機

　浜通りのいわき市の市民は国道６号ですぐに車

で南に避難した。福島、郡山の方が放射能が高い

ことは、市民のグループの調査からはじまった。 避

難した７万人の多くは「浜通り」の住民。福島市・郡

山市の「中通り」の人たちは避難できていない。

「福島 18歳以下生涯検査 36万人の甲状腺」（7/26毎日）

「甲状腺被曝 子どもの45%」（6/18朝日）

「福島の子 健康不安切実 被曝実態不透明」

これらが意味することは、子供たちの身体の中に「

時限爆弾」が埋め込まれたということ。

　食品の汚染

①日本で暮らす限り、ある程度身体に入って

しまう事は覚悟しなければならない。

②子どもさんがいらっしゃる家庭では少しでも

避ける努力を。

③食品の物流は複雑です。食品だけでなく肥

料、飼料、肥料も関連します。

④チェルノブイリ事故後は、野菜・魚・水・牛乳

→食肉→加工食品の順に汚染食品が現れ

ました。日本では次に何がおきるのか考え

て予防することが必要です。
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